
◆
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
っ
て
何
？

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は
、
利
用
者

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
時
間
帯
、
乗
降
場
所

な
ど
の
要
望
（
デ
マ
ン
ド
）
に
応
え
る
、

新
た
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
で
、
タ
ク

シ
ー
の
便
利
さ
を
バ
ス
並
み
の
料
金
で

提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

◆
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
仕
組
み

①
住
民
で
あ
れ
ば
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

　

で
誰
で
も
利
用
で
き
る
。
た
だ
し
、

　

事
前
登
録
が
必
要
。

②
利
用
範
囲
は
、
原
則
と
し
て
町
内
な

　

ら
ば
ど
こ
に
で
も
行
け
る
。

③
30
分
前
の
電
話
予
約
で
自
宅
ま
で
迎

　

え
に
行
き
、
８
人
ま
で
の
乗
り
合
い

　

で
１
時
間
以
内
に
送
迎
。

④
原
則
30
分
毎
に
運
行
、
予
約
が
な
け

　

れ
ば
走
行
せ
ず
経
費
削
減
で
き
る
。

⑤
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
運
休
。

⑥
利
用
料
金
は
１
回
３
０
０
円
程
度
。

⑦
最
新
の
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
、
情
報
セ
ン

　

タ
ー
で
は
、
複
数
の
予
約
を
効
率
よ

　

く
整
理
し
、
配
車
管
理
を
行
い
、
運

　

行
上
の
無
駄
を
最
大
限
排
除
す
る
。

　

◆
取
り
組
み
の
効
果

①
自
立
支
援
効
果
・
・
・
高
齢
者
の
外

　

出
機
会
増
加
に
よ
る
生
き
が
い
創
出

　

と
健
康
の
維
持
。

②
行
政
の
財
政
支
出
削
減
・
・
・
通

　

常
の
福
祉
バ
ス
よ
り
負
担
が
少
な
い
。

　

た
だ
し
、
三
芳
の
場
合
は
ラ
イ
フ
バ

　

ス
が
あ
り
、
運
行
時
間
や
路
線
の
見

　

直
し
、
ま
た
三
芳
に
あ
っ
た
デ
マ
ン

　

ド
方
式
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
商
工
会
が
運

　

営
母
体
と
な
り
、
商
店
街
の
活
性
化

　

に
つ
な
が
る
。
た
だ
し
、
あ
る
程
度

　

の
商
店
街
の
規
模
が
な
い
と
効
果
が

　

が
な
い
。

①情報センターに電話が入ると事前登録した家

族の名前や住所が表示される。 ②目的地を聞

いて入力、 訪問時間を知らせる。

①情報センターから配車指示がタクシー端末

に表示される。 ②タッチパネルで地図情報と

も切替可能。 ③情報をセンターと送受信

★南相馬市小高区と騎西町デマンドタクシー比較★
市町村 南相馬市小高区 騎西町

人口 約１万３０００人 約２万人

面積 ９１．７９平方㎞ ２８．６平方㎞（三芳町１５．３平方 km）

高齢化率 ２７．８％ １９％（三芳町１９％）

導入経緯 合併前の小高町は、当時町内を

走る路線バスは１路線除き既に廃

止。高齢者を始め交通弱者の移

動手段確保が課題となっていた。

福祉バスを検討したが、町直営

２３００万円、民間委託２７００万円。

一方、タクシー業者の利用者の

伸び悩み、商店街も集客力が低

下などを背景にデマンドを検討

騎西町は駅のない町。北３ｋｍに加

須駅、南８ｋｍに鴻巣駅。両駅を結

ぶ路線が１本。タクシー会社１社。

以前から公共交通システムを検討し

ていたが、利用希望者の８割が高

齢者で午前５割病院等に利用。目

的を特化し空白地帯を埋める目的

で、郊外を走る循環型バスとデマ

ンド方式を併用した。
主な運用 ジャンボタクシー２台、通常タク

シー２台、利用は人口比１０％

ジャンボタクシー２台、登録者２０％

運営母体 小高商工会が事業実施主体とな

り、地元のタクシー業者２社から

タクシーを借り上げ運行

商店街等の活性化を目的に町商工

会が事業主体であるが、現状は十

分な活性化につながっていない。

利用実態 利用者８４％が女性。年代構成は

８０歳代４６％、７０歳代３４％、６０

歳代７％、９０歳代６％。利用傾向、

医療６６％、商店１１％、利用者１２４

人 / 日（平成１８年度）

年代構成８０歳代４２％、７０歳代

３３％、６０歳代１０％、５０歳代４％。

利用傾向はほとんどが医療機関、

利用者４３人 / 日（平成１９年度）

補助金 年間１０００万円 平成１９年度予算約１５００万円

　今回、二地域の実情が異なるデマンドタクシーの視察を行えたことは大変有意

義であった。今後当町の公共システムを検討していく上で、既存のライフバスも

含め、三芳の実情に即した公共システムを構築する必要があり、広範囲な実態調

査とより多くの住民の皆さんとの意見交換が必要であると感じました。


